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国土交通省 九州地方整備局

北九州港予防保全事業

87 港湾における老朽化対策

北九州港響灘東地区の岸壁（水深10m）は、築造
後40年以上経過し、老朽化によるエプロンのクラックや
沈下による水たまり等が発生していました。平時・災害
時ともに、その場所では船荷の揚げ降ろしを行う荷役が
出来ないために荷役場所に制限をかけるとともに、制限
区域をダンプトラック等が迂回する必要があり、非効率
な荷役となっていたため背後企業の企業活動が制約さ
れていました。

令和２年度に５か年加速化対策として事業を前倒し
して実施しました。予防保全型維持管理の実現に向け、
老朽化対策としてエプロンのクラックや沈下を解消するべ
く、舗装全面の打ち替え、防舷材や係船柱等の取り換
え等を実施しました。

岸壁（水深10m）の上部工や舗装工等の老朽
化対策を完了したことで、当該岸壁の荷役機能を回
復させ、港湾の安全な利用を確保しました。

これにより、荷役場所の制限やダンプトラック等の迂
回による非効率な荷役を解消することができました。

対策前と対策後では、当該岸壁の年間取扱貨物
量は約48％増加しており、企業活動にも貢献してい
ます。

また、災害時においても継続して安全な利用が可能
です。

⚫ 岸壁の老朽化対策として、上部工や舗装工等を実施
⚫ 平時・災害時における港湾の安全を確保し、海上交通ネットワー
クを維持

岸壁の老朽化対策により、海上
交通機能を確保する
（福岡県北九州市）
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（万トン） 岸壁（水深10m）取扱貨物量

【位置図】

北九州港

エプロンのクラック状況

エプロンの沈下状況

エプロンのクラック、沈下回復状況

整備前

整備後

エプロンのクラック、沈下回復状況

岸壁
（延長：570m、水深10m）

事業の概要

5-5）太平洋ベルト地帯の幹線道路や新幹線が分断するなど、基幹的陸上海上航空交通ネットワークの
機能停止による物流・人流への甚大な影響


